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世界が注目する“地球科学”の価値
　第１回の韓国大会以来、アジアを中心
に参加国を増やしてきた高校生を対象とし
た国際地学オリンピック。今年９月の第４回
インドネシア大会には、欧米を含む２０カ
国が参加を予定している。規模拡大の背
景にあるのは、地学への関心の高まりだ。
環境問題への対応、地震や火山などの
防災に貢献する“地球を知る科学”の価
値が、世界的に認められつつある。日本
の参加は第２回大会から。前回の台湾大
会には４人の高校生が出場し、全員が銀
メダルを受賞する好成績を収めた。国際
大会では、筆記と実技の試験だけでなく、
各国代表が混成チームをつくり、協力して
野外調査を行うというユニークな活動も行
っている。「野外調査も含め、生徒だけで
過ごす時間が長いのが特色。世界中の地
学好きの仲間と交流を楽しむチャンスが、
数多く用意されています」。国内予選とな

る日本地学オリンピック大会は毎年１２月に
開催されている。対象は中学生と高校生
で、一次選考の筆記試験では高校地学
全般の知識を問う。二次選考は実技中心。
岩石標本の判定や気象衛星写真の読み
取り、プラネタリウムを見ながら天体に関す
る問いに口頭で答えるなど、研究対象の
広い地学ならではの多彩な内容だ。

知識という道具で自然を読み解く
　地学は暗記教科などと言われがちだ
が、それは誤解と瀧上教授は強調する。
「教室で学んだ知識を持って外へ出て、地
質や気象、天体を見て自分の力で判断す
る。これが本来の地学。国際大会での野
外調査はただの交流イベントではなく、地
学そのものなのです」。“外へ出る”という
言葉には、空間だけでなく時間的な意味
もある。現在の外へ出て、太古の地球の
有様を想像し、数万年後の姿を予測す

る。時空を自在に行き来するスケールの大
きさが、地学の魅力だ。しかし高校の授
業では、野外調査や夜間観測などを行う
のは難しい。子どもの自然体験不足も指
摘されている。「雲を見て明日の天気を予
想したり、夜空の星を眺めたことのない子
どもが増えている。環境保護や防災のた
めにも地球のことを知るべき時代なのに、
一番身近な自然＝地球との触れあいが減
っているのです」。だからこそ、地学オリ
ンピックの認知度を高めたいのだと瀧上
教授は言う。「そこには、授業中にはなか
なか出来ないこと、これからの子どもたち
に必要なものが詰まっている。先生方の
後押しで、一人でも多くの生徒を送り出し
てほしいですね」。来年のイタリアに続き、
２０１２年大会は日本での開催が決まって
いる。学校現場はもちろん、社会全体が
地学に関心を寄せるような盛り上がりが期
待される。

地学にもオリンピックがあることをご存じだろうか。国際大会は 2007年から開催されており、参加国が年々増えている。代表

選考を兼ねた国内大会も、今回は 700人近くがエントリーするなど人気が高まってきた。地学オリンピックの魅力がいまの子ど

もたちに何をもたらすのか、日本委員会事務局長を務める瀧上豊・関東学園大学教授に聞いた。
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地学オリンピックの詳細、過去問題、募集要項はこちらをご覧ください。
＊次年度の日本地学オリンピック大会（国際地学オリンピック代表選考会）は 9月からの募集となります。

http://jeso.jp/ 
■お問合せ
特定非営利活動法人地学オリンピック日本委員会
〒 113-0032　東京都文京区弥生 2-4-16　学会センタービル４F日本地球惑星科学連合気付
TEL 03-3815-5256／ E-Mail esolympiad@yahoo.co.jp
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